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環境学習のための活動例
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我が国の温室効果ガス排出量(2014年度確報値）

○　前年度と比べて排出量が減少した要因としては、電力消費量の減少や電力の排出原単位の改善に伴う電力由来のCO2排
出量の減少により、エネルギー起源のCO2排出量が減少したことなどが挙げられる。

○　2005年度と比べて排出量が減少した要因としては、オゾン層破壊物質からの代替に伴い、冷媒分野においてハイドロ
フルオロカーボン類（HFCS）の排出量が増加した一方で、産業部門や運輸部門におけるエネルギ－起源のCO2排出量
が減少したことなどが挙げられる。

○　2014年度の総排出量は13億6,400万トン（前年度比－3.1％、2005年度比－2.4％、1990年度比＋7.3％）
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12億7,100万トン

13億7,800万トン
（2005年度比
－1.4％）

14億1,300万トン
（同＋1.1％）

13億2,700万トン
（同－5.0％）

12億5,100万トン
（同－10.5％）

13億500万トン
（同＋6.6％）

13億5,500万トン
（同－3.0％）

13億9,000万トン
（同－0.5％）

14億800万トン
（同＋0.8％）

13億9,700万トン

13億6,400万トン
〈前年度比－3.1％〉

（2005年度比－2.4％）
（1990年度比＋7.3％）

注1 「確報値」とは、我が国の温室効果ガスの排出・吸収目録として気候変動に関する国際連合枠組条約（以下、「条約」という。）事務局に正式に提出する値という意
味である。今後、各種統計データの年報値の修正、算定方法の見直し等により、今回とりまとめた確報値が再計算される場合がある。

注2 今回とりまとめた排出量は、条約の下で温室効果ガス排出・吸収目録の報告について定めたガイドラインに基づき、より正確に算定できるように一部の算定方法
について更なる見直しを行ったこと、2014年度速報値（2015年 11月 26日公表）の算定以降に利用可能となった各種統計等の年報値に基づき排出量の再
計算を行ったことにより、2014年度速報値との間で差異が生じている。

注3 各年度の排出量及び過年度からの増減割合（「2005年度比」等）には、京都議定書に基づく吸収源活動による吸収量は加味していない。　　

国立環境研究所「2014年度（平成26年度）の温室効果ガス排出量（確報値）について」図1をもとに作成

　千葉市では、 「千葉市地球温暖化対策実行計画改定版」を定め、 温暖化対策に
取り組んでいます。 計画期間は2016年度から2030年度までの15年間です。
　右のグラフのように、 現在の対策のままでは目標年度 (2030年度）の排出量
は増加する見込みです。新たな対策を実施することで2013年度より約13%の
削減が可能です。
　そのためには、 市民、 事業者、 市がそれぞれ協力していくことが必要です。

千葉市の温室効果ガス排出量の将来予測と削減効果
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　2015年（平成27年）12月にパリで開かれた第21回国連気候変動
枠組条約締約国会議（COP21）で採択された、2020年以降の地球
温暖化対策の新たな枠組み「パリ協定」が発効しました。条約に加盟す
る196か国・地域すべてが温室効果ガスの削減を約束するのは初めて
のことで、世界の気温上昇を産業革命前から2℃より十分低く抑えると
ともに、1.5℃未満を目指して努力することを目的としています。



の構造上、3つに分類され、そのうちCFC、HCFCを
「特定フロン」、HFCを「代替フロン」と呼んでいます。
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ごみの分別方法は発行日時点のものです。
※1 一部の使用済小型家電は、回収ボックスへ無料で入れることができ、リサイクルされます。
※2 可燃・不燃ごみの指定袋に入らないもの、指定袋に入れて口が結べるがはみ出してしまうもの又は口が結べないものです。（一部例外があります）

※1

※2

（1） ごみを5種類に分けて収集している

　大量生産・大量消費の社会経済システムは、わたしたちに便利で快適な暮らしを提供してくれま
した。 一方で、 大量のごみが排出され、ごみを燃やすことで温室効果ガスである二酸化炭素が発生
し、地球温暖化が進むなど環境に対してたいヘんな負荷をかけることになりました。
　環境を保全するためには、 ごみをできるだけ少なくしたり、 適正に処分したり、 資源として活用
するなど、 天然の資源を節約し、環境への負荷を低減する 「循環型社会」 への転換が必要です。

　千葉市では、5分別収集（資源物、可燃ごみ、不燃ごみ、有害ごみ、
粗大ごみ）を行っています。

　千葉市では、 1963年（昭和38年）から
コンテナー方式（家庭系ダストボックス）で
収集していました。コンテナー方式では、
ごみも資源物も分別することなくまとめて収
集していましたが、 平成4年10月から5分
別収集に移行し、 ごみの分別と再資源化を
推進しています。

はがき等

飲食用等の缶

テーブル

飲食用等のびん

ごみの分別と再資源化

ごみピット▼ごみ投入口▼
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（2） 家庭ごみは、収集・運搬→中間処理→最終処分・再資源化という流れで処理される

焼却ごみ削減の推進

●千葉市の家庭ごみの処理の流れ

　千葉市では、３つある清掃工場を２つに減らすとともに、ごみ処理
費用の削減や最終処分場の延命化を図るため、平成19年度から年
間焼却ごみ量を25万4,000トン以下まで削減する「焼却ごみ1/3
削減」を目標に掲げ、市民・事業者・市が一体となり、ごみ減量・再
資源化に取り組んできました。その結果、平成26年度には焼却ご
み量を年間25万531トンまで削減し、「焼却ごみ1/3削減」の目標
を達成しました。
今後も、２つの清掃工場による安定的なごみ処理や最終処分場の延命
化などを目指し、さらなるごみの減量・再資源化に取り組んでいきます。

処理会社

最終処分・再資源化

●焼却ごみ量の推移



　ごみの減量、 再資源化を推進するためには、 「Reduce(発生抑制）」「Reuse(再使用）」 「Recycle(再資源
化）」の3つのRが大切です。 3Rには優先順位があり、 ごみの発生量そのものを減らす「Reduce(発生抑制）」、
次に、ものをくりかえし使う「Reuse(再使用）」、それでも出たごみは、「Recycle(再資源化）」して再び資源と
して利用します。
　循環型社会を実現するためには、生産・消費・廃棄において、3Rを意識的にとりいれることが重要です。

買いすぎない、ものを大切に長く使うなど、
ごみを増やさない買い物をする。

①買い物の時には、自分にとって本当に必要なものか
　考える。

②ものを壊れないように大切に扱い、長く使う。

③好き嫌いをせずに食べる。

④エコバッグを積極的に活用してレジ袋を断る。

　リデュースとは、ごみそのものを出さないことです。
　例えば、「必要のないものは買わない」「ものを大切に長く使
う」など、ごみになるものを増やさないような行動が大切です。

　買い物をしたときにもらうレジ袋は、使い終わる
と多くはそのまま捨てられてしまいます。エコバッ
グを持参し、レジ袋を断ることで、レジ袋の原料
である石油の使用量を減らし、ごみを減らすこと
にもなります。

エコバッグ運動

　リサイクルとは、使わなくなったものを、新しいものを
つくるための原料としてもう一度利用することです。
　例えばペットボトルは繊維の原料となって、フリースな
どに生まれ変わります。資源にするためにはきれいに洗っ
てつぶして出すなど、分別のルールを守って回収ルートに
のせることが大切です。

　リユースとは、まだ使えるものをごみにしないで、く
りかえし使うことです。
　自分ではもう使わなくなったと思っても、他に使う人
がいるかもしれません。捨ててしまう前に、まだ使えな
いか考えてみましょう。

使わ

①フリーマケットやリサイクルショップなどを
　利用する。

②製品が故障したときは修理して使う。

③着られなくなった服を家族などにゆずる。

①古紙・布類、びん・缶・ペットボトルを分
　別する。

②食品トレイなどをスーパーなどの店頭回
　収に出す。

③エコマークやグリーンマーク商品などを
　選んで買う。（P28参照）

※千葉市の分別方法とは異なります。正しいごみの出し方は、ホームページや「千葉市家庭ごみの減量と出し方ガイドブック」などで確認してください。



　現在地球上で確認されている野生生物は約175万種で
すが、実際は500万種とも、3000万種とも推定されて
います。あらゆる生物がたくさんいることで、豊かな生態
系が成り立ち、そのバランスが保たれる状態を「生物多様
性」といいます。しかし、世界中で1年に約4万種が絶滅
しているともいわれています。日本でも野生生物の絶滅が
心配されており、160種類のほ乳類うち、約21％にあ
たる33種が絶滅危惧種になっています（環境省のレッドリ
スト、2015年）。

　生物の絶滅は進化の過程で起こってきたことです。しか
し、今問題になっているのは人間のさまざまな活動によって
起こる種の絶滅で、これがかつてないほどのスピードで起
こっていることです。乱獲や密猟のほか、開発により野生
生物のすむ場所が破壊されてきました。また、外来種を持
ちこんだことで在来種が絶滅してしまうこともあります。海
洋汚染、地球温暖化による気候変動も絶滅の原因になりま
す。野生生物を追いつめているのは人間なのです。
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ツシマヤマネコ、イリオモテヤマネコ、ラッコ、ニホンアシカ



ミナミメダカ

2.  原風景を守り育て、農村文化を伝える
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●ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）
ゼ　 ッ　 チ

ゼ　 ッ　 チ

　ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは、壁や
窓などの高断熱化や省エネ設備の導入、再生可能エネ
ルギーを活用することで、1年で消費するエネルギーを
実質ゼロにすることを目指した住宅です。
　太陽光発電、太陽熱などの再生可能エネルギーを活
用して消費するエネ
ルギーをまかない、
高い断熱効果のある
窓やエネルギーの効
率の高い照明などを
用いてエネルギー消
費を抑えます。

（出典：九都県市首脳会議 環境問題対策委員会）



生物由来資源を利用するエネルギー

ジャパン・リサイクル株式会社　千葉バイオガスセンター

銚子市内の風力発電のようす



環境にやさしい暮らしのスタイルを実現しましょう

　地球上の資源は限られていることを認識し、まだ利用できるもの
も捨ててきたこれまでのやり方を変えることが必要です。使い終
わったものでも再度使えるように処理し、資源として有効に使い、
ごみの発生を抑える循環型社会の実現に取り組みましょう。

　製品やサービスを購入するときに、環境を考慮して、必要性をよく考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで
購入することをグリーン購入といいます。
　グリーン購入を実践することは、供給側の企業に環境負荷の少ない製品の開発を促すことにつながりますから、経済活動
全体を環境にやさしい循環型社会へと変えていく可能性を持っています。
　下記のマークは、環境負荷の少ない商品等に付けられている代表的なものです。



　わたしたちの生活に欠かすことができない自動車は、大気汚染物質の排出源であるばかりでなく、二酸化炭素の排出源
のひとつでもあり、地球温暖化を防止するためにも、排出するガスを減らすことが求められています。
　自動車の使用者であるわたしたち自身が、「環境にやさしい、車とのつきあい方」を身につけ、大気環境の改善に取り組ん
でいく必要があります。

雑がみを分別し、資源物
として出しましょう。

・使用済みの油は、排水口に流さない。
  （資源として回収し、リサイクルする取組みもあります）
・米のとぎ汁は植物の水やりに使う。
・食器洗いは洗い桶を使って、洗剤は水でうすめて
　使う。



●１８ｇってどのくらい？

●どうすれば減量できるの？

・水大さじ１杯くらい
・みかんの皮1個分
・レジ袋２枚

生ごみはギュッと
水切り！

皮も料理に
使ってみよう！

レジ袋はもらわず
マイバッグ！

「焼却ごみ削減」キャラクター へらそうくん

　「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」は、市の一般廃棄物処理に関する長期的視点に立った基本方針を定めるもの
です。さらなるごみの減量と再資源化を推進するため、平成29年3月に計画の改定を行いました。

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
スローガン：「もったいない」の心で、１日１８ｇのごみ減量
　　　　　～「焼却ごみ1/3削減の達成」から第2Roundへ～

１人ひとりがごみを出さないライフスタイル・ビジネススタイ
ルの確立による、２Ｒ（リデュース・リユース）の推進

●「３Ｒ教育・学習の推進及びごみ処理に関する情報の共有化」や「生ごみの発生抑制の
推進」など９事業があります。

再生利用率を高めるための効果的な再資源化施策と、市民・
地域・事業者との協働や地域活動への支援による、さらなる
焼却ごみ量の削減

●「剪定枝等の再資源化の推進」や「生ごみの再資源化の推進」など８事業があります。

低炭素・資源循環へ貢献する、経済・効率性と安定・継続性
に優れた、強靭なごみ処理システムの構築

●「焼却残渣の再生利用の推進」や「安定的・効率的な処理体制を目指した清掃工場
の計画・整備」など10事業があります。

基本理念 全員参加型３Ｒによる　未来へつなぐ　低炭素・循環型社会の構築

1日18gのごみ減量に挑戦！

計画では、1人1日あたりの家庭から出るごみ
量を現在の513gから495gに減らすこと
（18gのごみ減量）を目標にしているんだね。

ごみを減らせたら、千葉市にいいことがたくさん！

　千葉市では、市と事業者が協力しながら環境にやさし
いまちづくりを行っていくため「千葉市地球環境保全協
定」の締結を進めています。
　この協定は、市と事業者の間で締結するもので、事業
者の方々に、環境保全意欲を持ち続け、率先して行動し
てもらうことを目指しています。
　平成28年3月の時点で、910の事業者が、千葉市
とこの協定を締結しています。

　環境問題について学んでもらうための講座を開催して
いる公民館があります。
　リサイクル工作、自然の観察、体験活動を通じて、リ
サイクル方法や生物多様性などについて、理解を深めて
みましょう。
　予定やテーマは、近くの公民館へお問い合わせください。

坂月川ビオトープ入口



や映像などを見ます。

環境学習のための活動例
　環境学習を行う上では、身近な環境に目を向けた活動を行うことも重要です。こちらではその活
動例の一部を紹介します。
　なお、実際に活動する場合には、実施方法や安全対策などについて十分話し合い、事故のない
ように行いましょう。

・1か月あたりのごみ量、電気使用量、ガス使用量、水道
使用量を調査します。

・外部の専門家の意見も取り入れ、省エネルギーを
チェックします。

　酸性雨とは、硫黄酸化物（SOx）や窒素酸化物
（NOx）等を起源とする酸性物質が、雨や霧に溶
け込み、通常より強い酸性を示す現象です。
　雨水を採取し、降雨ごとにpH値や降水量を数
か月測定し、記録します。降雨ごとの測定値のば
らつきや季節変化、全国の酸性雨の状況につい
て調べ、その原因について考えましょう。

　ごみの減量と省エネルギーについて目標を決め、全員が協力して節電な
どに取り組みます。また、省エネルギーに向けた無駄遣いの改善などを通し
て、エネルギーと地球温暖化、資源の枯渇などの環境問題について考えま
しょう。

○千葉市のごみの量を調べます。
・ごみの量の変化を調べる。
・1人あたり、家庭から毎日どのくらいの量のごみを出
しているかを調べる。
○千葉市のごみの出し方を調べます。
・ごみ収集の方法を調べる。
・なぜ、このような出し方になったのかを考え、現在の収
集方法になる前はどのような方法だったのかを調べる。
○集められたごみの行き先を調べます。
・ごみの種類ごとに、どこに運ばれるのかを調べる。
・集めたごみをどのように取り扱っているかを調べる。
○今後のごみ問題の課題について考えます。
・ごみ処理をしている場所、方法などについて考える。
・ごみの減量を進める方法を考える。

○ごみを減らすためにはどうしたらよいかを考えます。
・自分なりのごみを減らす方法を考える。
・3R（リデュース、リユース、リサイクル）の必要性につ
いて考える。
○ごみ減量大作戦（家庭、学校、商店、地域などででき
ること）を考えます。

・自分が家庭、学校、お店、地域などでできることは何か
を調べる。
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無　料

新内陸最終処分場
（廃棄物埋立管理事務所） 若葉区内

硫黄酸化物（SOx）

揮発性有機化合物（VOC） p.9、10

p.6

窒素酸化物（NOx） p.9、10、13、23、33

パリ協定
　2015年に採択された地球温暖化対策の国際ルールです。
世界全体の平均気温の上昇を産業革命前に比べ2度より低く抑
え、今世紀の後半には二酸化炭素などの温室効果ガス排出を実
質ゼロにすることを目標としています。そのために、発展途上国
を含むすべての国が温室効果ガスの削減目標を作ることなどが
定められています。

　ダイオキシン類は、低温で燃やす焼却場から発生したり、たば
この煙などに含まれたりしており、人や環境に悪影響をおよぼしま
す。1999年に、ダイオキシン類対策特別措置法が成立しました
が、分解しにくいので環境中に存在し、なお影響が心配されてい
ます。

　常温常圧で空気中に容易に揮発する有機化合物のことです。燃
料、塗料、接着剤などに含まれ、太陽の紫外線にあたると窒素酸
化物と反応して、光化学オキシダントという物質が発生します。

　工場などから発生する粒子状物質のうち、燃料やその他の
ものを燃やしたときに発生する比較的粒の直径が大きい物質の
ことです。大きくて重いため、大気中に浮かんでいられずに落
ちてくるものや、雨や雪に取りこまれて落ちてくるものです。

　一酸化窒素や二酸化窒素などのことです。火力発電所、工
場、自動車などから発生します。二酸化窒素は、酸性雨や光
化学オキシダントの発生の原因にもなります。

　河川の水の汚れの目安となる値です。水中の微生物が有機
物（汚れ）を分解するときに必要な酸素の量で表します。この
値が大きいほど、水が汚れていることを示します。

　大気中に浮かんでいる直径が10μm以下の粒子状の物質の
ことです。工場のばい煙やディーゼル車の排出ガスなどに含ま
れています。ディーゼル車の排出ガスに含まれる微粒子は、発
ガン性が指摘されています。

　大気中に浮かんでいる直径2.5μm（マイクロメートル・1μm
は1000分の1mm）以下の粒子状の物質です。物の燃焼によっ
て直接排出されるものや、大気中のガス状汚染物質が化学反応
により粒子化したものなどがあります。非常に小さいため（髪の
毛の太さの1/30程度）、肺の奥まで入りやすく、呼吸器系・循
環器系への影響が心配されています。
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